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 2 新型コロナウイルスの感染を防ぐために
 4  第2期まち・ひと・しごと創生総合戦略策定
 8  第2期氷見市子ども・子育て支援事業計画策定
 10 市内施設のリニューアル 
 11  第十一回特別弔慰金が支給されます
 19 不妊治療等に関する費用を助成します

　広報ひみ５月号に掲載したイベントなどは、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の
ため、中止・延期となる場合があります。
　詳しくは、各事務局までお問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
を
受
け
、
惜
し
く
も
今
年
の
開
催
を
見

送
っ
た
「
粟
原
の
桜
ま
つ
り
」。

　「
令
和
」
の
時
代
、
大
伴
家
持
が
馬
を
つ

な
い
だ
と
伝
説
が
あ
る
粟
原
の
「
駒
つ
な
ぎ

桜
」
は
、
今
年
も
大
空
を
包
む
よ
う
に
大
き

く
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

　
来
年
、
ま
た
こ
の
場
所
で
…
多
く
の
笑
顔

に
出
会
え
ま
す
よ
う
に
。



新型コロナウイルスの感染が疑われる場合
　市民の皆さんの命と健康を守るためには、感染者が今後さらに増えてしまうことを避ける必要がありま
す。手洗いや咳エチケットの基本的な対策の徹底や「3つの密」の回避、不要不急の外出の自粛など、皆さ
ん一人一人のご理解・ご協力をお願いします。

　感染された方やそのご家族、医療機関の関係者に
対し、誹

ひ
謗
ぼう
中傷や根拠のない差別的な書き込みが

SNSなどで見られます。
　新型コロナウイルス感染症に関連して誤った情報
や不確かな情報に基づく不当な差別、いじめなどの
人権被害はあってはならないことです。
　国や県、市が報道機関やSNSなどを通じて発出す
る正しい情報に基づいて、人権に配慮した適切な行
動をお願いします。

相談窓口
・みんなの人権110番
　（全国共通人権相談ダイヤル）　☎0570-003-110

市民の皆さんへ
～新型コロナウイルスの感染を防ぐために～

「 3つの密 」を避けましょう。

やむを得ない場合を除き、
 不要不急の外出の自粛をお願いします。

　「密閉」「密集」「密接」
を避け、特にこの3つが重
なる場所には十分注意して
ください。

また、県外への不要不急の往来と、県外からの不要不急の来訪の自粛もお願いします。

　市役所などの公的機関や携帯電話会社などを名乗
り、新型コロナウイルス感染症を口実に「助成金が
あるので個人情報や口座情報を教えてほしい」と
いったなりすましや、オレオレ詐欺などが発生して
います。

●電話はすぐに切り、メールは無視してください。
● お金を「送る・手渡す・振り込む」前に相談しま
しょう。

相談窓口
・氷見市消費生活相談窓口（市民課） ☎74-8010
・消費者ホットライン ☎1

い
8
や
8
や

新型コロナウイルス感染症に便乗した
悪質商法にご注意ください。

新型コロナウイルス感染症に関連した
人権の配慮にご協力をお願いします。

次の症状がある場合は、
「富山県高岡厚生センター氷見支所　☎74-1780」
 に相談してください。

※夜間・休日はメッセージにより緊急電話番号をご案内します。

①風邪の症状や37.5℃以上の発熱が4日以上続いている
　（解熱剤を飲み続けなければならないときを含む）
②強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある
③ 高齢者や、糖尿病・心不全・呼吸器疾患などの基礎疾患がある方は①②の状態が2日
程度続く場合

13ページ「暮らしの情報 新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ」、
18ページ「金沢医科大学氷見市民病院からのお知らせ」も合わせてご覧ください。

3つの条件がそろ
う場所が

クラスター（集団
）発生の

リスクが高い！
換気の悪い

密閉空間

多数が集まる

密集場所
間近で会話や
発声をする

密接場面
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人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
和
ら
げ
、
人
口
が

減
少
し
て
も
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
民
間
企
業
と
と
も
に
連
携
し
、
オ
ー

ル
氷
見
で
取
り
組
ん
で
い
く
「
第
２
期
氷
見
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　　
第
２
期
総
合
戦
略
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
第
１
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
や
、
最
新
の
人
口
推
計
を
踏
ま

え
、
中
学
生
や
高
校
生
と
の
地
域
課
題
の
共
有

や
地
域
で
活
動
し
て
い
る
49
人
の
方
々
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
の
提
案
、
各
種
団
体
の

皆
さ
ま
に
よ
る
氷
見
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
推
進
協
議
会
で
の
意
見
な
ど
を
反
映
し
て

作
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
柱
と
な
る
基
本
戦
略
を
「
氷
見
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
掲
げ
る
「
住
み
た
い
街
」

「
働
き
た
い
街
」「
育
て
た
い
街
」
に
統
一
し
て

い
ま
す
。

　
基
本
戦
略
ご
と
に
、
到
達
目
標
を
設
け
、
施

策
ご
と
の
目
標
と
と
も
に
、
そ
の
進
捗
度
合
い

を
毎
年
、
評
価
・
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

第
１
期
（
平
成
27
年
度
〜
令
和
元
年
度
）
の
検
証

　
第
１
期
氷
見
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
人
口
移
動
に
着
目
し
、
自

然
減（
※
１
）を
緩
和
す
る
施
策
と
し
て
、
婚
姻
数
、
出
生

数
を
増
や
す
こ
と
や
健
康
寿
命（
※
２
）を
伸
ば
す
こ
と
を

重
視
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
社
会
減
少
（
※
３
）
を
緩
和
す
る
施
策
と
し
て
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
増
や
す
こ
と
や
就
き
た
い
仕
事
を
増
や

す
こ
と
な
ど
、
15
の
観
点
に
沿
っ
た
施
策
の
成
果
を
挙
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
出
生
率
の
向
上
と
毎
年
１
５
０
人
の
人

口
増
の
実
現
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
若
年
層
の
進
学
・
就
職
な
ど
に
伴
う
市
外
へ

の
人
口
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
お
ら
ず
、
出
生
数
も

引
き
続
き
減
少
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
行
速
度
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
掲
げ
た

目
標
と
実
態
に
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

※ 

１　

 

住
居
の
移
動
に
よ
る
人
口
の
増
減
を
除
い
た
人
口
の
減
少

（
死
亡
数‒

出
生
数
）

※ 

２　

 

健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生

活
で
き
る
期
間

※ 

３　

 

他
地
域
か
ら
の
転
入
、
他
地
域
へ
の
転
出
に
よ
っ
て
生
じ

る
人
口
の
減
少

第
２
期
氷
見
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　
氷
見
市
の
総
人
口
は
、
１
９
５
０
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
年

少
人
口
（
０
歳
〜
14
歳
）
の
減
少
が
顕
著
と
な
っ

て
お
り
、
老
年
人
口
（
65
歳
以
上
）
は
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
国
勢
調
査
に
お
け
る
本
市
の
人

口
構
造
は
、
少
子
化
の
影
響
に
よ
り
、
老
年
人

口
や
生
産
年
齢
人
口
（
15
歳
〜
64
歳
）
に
比
べ
、

年
少
人
口
が
少
な
い
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
社
会
動
態
は
、
長
期
的
に
転
出
者
が

転
入
者
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
将
来

推
計
で
は
、
２
０
４
０
年
に
は
、
２
０
１
５
年

の
人
口
か
ら
60
％
程
度
ま
で
減
少
す
る
見
込
み

で
す
。

　
年
少
人
口
で
は
、
43
％
程
度
ま
で
減
少
し
、

生
産
年
齢
人
口
で
は
54
％
程
度
ま
で
減
少
、
高

齢
化
率
は
、
45
％
超
え
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
生
産
年
齢
人
口
１
人
で
１
人
以
上
の
老
年
人

口
を
支
え
る
時
代
が
来
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

第
２
期
氷
見
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標

　
第
１
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
証
結
果
や
、
２
０
１
５
年

の
国
勢
調
査
の
結
果
、
そ
し
て
、
そ
の
後
の
人
口
動
態
を

踏
ま
え
、
第
２
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
人
口
推
計
に
用

い
る
仮
定
条
件
な
ど
を
見
直
し
ま
す
。

　
ま
た
、
目
標
を
20
年
後
と
な
る
２
０
４
０
年
に
置
き
、

総
人
口
の
目
標
を
３
万
２
７
０
０
人
と
し
、
そ
の
た
め
に

毎
年
出
生
数
２
３
０
人
の
確
保
と
、
２
０
４
０
年
ま
で
に

段
階
的
に
人
口
の
社
会
移
動
の
均
衡
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

未来対話の様子（西部中学校の生徒）

ワークショップの様子

HIMI学の様子（氷見高校の生徒）

推進協議会の様子

第
２
期 

氷
見
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

第
２
期 

氷
見
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た

【
問
合
せ
】　
地
方
創
生
推
進
課　
☎
74-

８
０
１
１

65,962 62,413

47,986

29,466 

20,882 

13,387

4,915
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+400人
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44,200

44,200
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37,900

36,700
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29,400

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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令和6年度までの到達目標
住み続けたいと思う市民の割合 85.0％

（R1　79.7%）
人口社会増減率 △0.33％

（R1　△0.49%）
若者（15歳～39歳）の転出超過数
 R2～R6　△528人

（H27～R1　△1,101人）
健康寿命 男：77.50歳　女：82.00歳

（H29　男：76.94歳　女：81.48歳）

令和6年度までの到達目標
婚姻数 150件

(H29　141件)
出生数 230人

(H30　189件)
子ども女性比（※5） 0.202

(H30　0.165)

●結婚についての意識啓発の取組の強化
　将来の人生設計を持っている高校生の割合
　-％（R1）⇒75.0％（R6）
●婚活イベント等の開催による出会いの場の創出
　おせっかいさんによる引き合わせ件数
　年間　22件（H30）⇒40件（R6）
●不妊相談の実施、不妊治療の助成拡大
　不妊治療に係る助成申請件数
　年間　40件（R1）⇒55件（R6）
● 子育て世代包括支援センターを
ワンストップ窓口とする支援体制の充実
　出産前後の相談件数
　年間　1,350件（R1）⇒1,500件（R6）

令和6年度までの到達目標
納税義務者1人当たり所得 270万円

（R1　260万円）
雇用保険適用事業所の被保険者数 9,000人

（H30　8,833人）
新規求人数
 総数：5.000人　フルタイムのみ：2,600人
（R1　総数：4,922人　フルタイムのみ：2,577人）
観光消費額 186億円

（R1　168億円）

● エリアマネジメントによる
まちなかの賑わい創出
　中心市街地への出店件数
　累計　3件（R1）⇒33件（R6）
● ビジネスサポートセンターの設置による
企業へのサポート体制の充実
　ビジネスサポートセンターの相談件数
　年間　0件（R1）⇒1,000件（R6）
●農泊、体験型観光の推進
　観光入込客数
　年間　217万人（R1）⇒240万人（R6）

●若者が主体となって実施する活動に対する支援
　20代・30代の女性のUターン者数
　年間　70人（H30）⇒80人（R6）
●移住者用モデル住宅の整備
　IJU応援センターを通して移住した人数
　年間　25人（H30）⇒40人（R6）

● 保育料の無償化、家庭で子育て応援金の給付、
地域子育て支援拠点の充実
　子育てや教育に不安を感じたとき
　身近に相談できる人がいる市民の割合
　76.1％（R1）⇒80％（R6）
●保育士確保対策の推進
　待機児童数
　0人（H30）⇒0人（R6）
●ICT環境の整備とICT教育の推進
　学校が楽しいと思っている
　児童・生徒の割合
　小学生　81.7％（R1）⇒90.0％（R6）
　中学生　87.0％（R1）⇒90.0％（R6）
●子どもが安心して遊び・
　学べる場の整備
　海浜植物園の入園者数
　年間　4万5,000人（H30）
　　　⇒6万5,000人（R6）

●海外へのプロモーションの実施
　外国人宿泊客数
　年間　7,017人（H30）⇒1万5,000人（R6）
●産学官連携による新産業の創出
　 都市部で開催する氷見の食に関するイベントの
参加者数

　累計　0人（R1）⇒2,200人（R6）
●学校給食等での氷見産食材の活用促進
　学校給食等での氷見産食材の使用割合
　5％（H30）⇒30％（R6）
●創業にチャレンジできる機会の提供
　事業承継件数
　累計　1件（R1）⇒6件（R6）
●サテライトオフィスの整備と
　活用の促進
　市内へ進出した企業または
　研究機関等の件数
　累計　0件（R1）⇒5件（R6）

　若者や女性のふるさと氷見での定着とＵターンを最重
点に、仕事と暮らしを合わせて支援し、首都圏などからの
Ｕターン促進を図ります。また、新たな視点として、氷
見を応援していただける関係人口の創出・拡大の取り組
みや、AI、IoT、5GなどのSociety 5.0（ソサイエティ5.0）
（※4）の実現に向けた未来技術の活用を進めます。
※4　 サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を

高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会課題の解
決を両立する、人間中心の社会

　県内で最も手厚い子育て支援施策をはじめ、結婚・妊娠・
出産・子育てのライフステージに応じた切れ目のない、きめ
細やかな支援により、安心して子どもを産み育てることがで
きる社会を構築します。また、次代を担う子どもたちの健や
かな成長を育み生きる力を育成する、保育・学校教育の一層
の充実を図り、子育て世代に選ばれるまちづくりを進めます。

　エリアマネジメントによるまちなかへの出店やビジ
ネスサポートセンター設置による売上拡大、生産性向
上などを図り、市内での経済活動の規模拡大を推進し
ます。また、氷見ならではの魅力・強みを生かした滞在
型観光やインバウンド誘致を促進し、観光を軸とした
地域の産業強化を図るなど、雇用の創出、消費拡大へと
つなげます。

●氷見きときとファンクラブ（仮称）の開設
　氷見きときとファンクラブ（仮称）会員数
　累計　0人（R1）⇒2,500人（R6）
●海外の友好都市との交流
　海外友好都市との交流人数
　年間　27人（R1）⇒100人（R6）
●国土強靭化の推進
　急傾斜地崩壊防止対策（県・市）の
　実施済箇所数
　累計　159箇所（H30）⇒162箇所（R6）
●多文化共生の推進
　平等と多様性が尊重されていると思う
　市民の割合
　40.5％（R1）⇒60.0％（R6）

●AI、IoT、5Gなどの未来都市の活用
　 Society 5.0の実現に向けた技術を活用した
取組件数
　累計　0件（H30）⇒4件（R6）
●氷見きときと健康ポイントの普及促進
　メタボリックシンドローム
　該当者・予備軍の割合
　34.8％（H30）⇒32.7％（R6）

住みたい街

育てたい街働きたい街

第２期 氷見市まち・ひと・しごと創生　　　総合戦略（令和2年度～令和6年度）の概要

中国寧
にん

海
はい

県

※5　15歳～49歳の女性人口に対する0歳～4歳の人口の比
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計画策定の背景
　氷見市では、平成27年度から平成31年度（令和元年度）までの5年間を計画期間とする「氷見市子ども・子育て
支援事業計画」を策定し、子育てに関するさまざまな施策の展開を図ってきました。しかし、この間も、子どもの
出生数は減少を続け、若年層の進学や就職などに伴う市外への人口流出には歯止めがかかっていません。
　そこで、子ども・子育てを取り巻く環境の変化を捉えながら、今後も子どもの利益を最優先に考え、その保護者
を支援する環境を整備することを目的に「第2期氷見市子ども・
子育て支援事業計画」を策定しました。
　本計画では185事業の施策により、安心して子どもを産み育て
ることができ、魅力を感じて暮らし続けられる地域づくりを推進
します。
　そして、氷見市が「子育てしやすさ日本一のモデル」となるよ
う、さらに手厚い子育て支援策を充実させます。

計画の期間 　令和２年度から令和６年度までの５年間

「第２期氷見市子ども・子育て支援事業計画」を策定しました
【問合せ】　子育て支援課　☎74-8117

施策の体系図

基本施策基本理念

１　地域における子育て支援サービスの充実
２　放課後の居場所づくり
３　保育サービスの充実
４　子育て支援のネットワークづくり
５　子どもの健全育成
６　地域における人材養成

1　地域における子育ての支援

1　切れ目ない妊産婦・乳幼児への保健対策
2　 学童期・思春期から成人期に向けた保健対策の
充実

3　「食育」の推進
4　小児医療の充実

2　母と子の健康の確保及び増進

1　次代の親の育成
2　 子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環
境等の整備

3　家庭や地域の教育力の向上
4　子どもを取り巻く有害環境対策の推進

3　 子どもの心身の健やかな成長に資する教育環
境等の整備

1　良好な居住環境の確保
2　仕事と生活の調和の実現のための環境整備
3　安心して外出できる環境の整備
4　安全・安心なまちづくりの推進

4　子育てを支援する生活環境の整備

基本目標

1　児童虐待防止対策の充実
2　母子家庭及び父子家庭の自立支援の推進
3　障害児施策の充実等
4　経済的に困難を抱える家庭への支援

5　 様々な状況の家庭への対応などきめ細やかな
取り組みの推進

1　子どもを見守り育む意識の醸成
2　ふれあい活動の促進
3　ふるさと教育の推進

6　 「市民みんなで氷見の子どもを育てる」意識
の醸成

子
ど
も
が
輝
く
ま
ち　
氷
見　

― 
子
育
ち　
親
育
ち　
地
域
で
育
む
次
代
の
子 

―

第10回「氷見あったか子育て応援賞」
子育て支援優良企業が表彰されました

【問合せ】　商工振興課　☎74-8105

　子育てをしながら働く人にとって、仕事と家庭生活・育児の両立は負担が大きいもの。家族間の協力はもと
より、職場での理解や育児を支援する制度の整備が不可欠であり、男女が共に働きやすい職場環境づくりが求
められています。
　市では、平成22年度から、仕事と家庭生活・育児の両立支援に積極的に取り組んでいる企業を氷見市子育
て支援優良企業として表彰しています。第10回目は次の企業が選ばれ、3月16日に表彰式が行われました。

受賞企業　社会福祉法人 ひみ福祉会

過去の受賞企業
平成22年度　㈱氷見村田製作所、㈱あつみファッション
平成23年度　コマツキャステックス㈱、STメタルズ㈱海老坂工場・西朴木工場
平成24年度　㈱タカギセイコー氷見事業所、㈱トヤマTKX
平成25年度　三協立山㈱三協アルミ社氷見工場
平成26年度　氷見伏木信用金庫
平成27年度　㈲ヘアースタジオドゥドゥ
平成28年度　氷見市農業協同組合
平成29年度　医療法人財団 正友会　中村記念病院
平成30年度　-

　導入している主な制度
　●所定外労働時間の短縮　　　　　　　　　●リフレッシュ休暇としての有給休暇の取得促進
　●時間単位で利用可能な子の看護休暇制度　● 施設内で介護福祉士の実務者研修受講可能な制度の創設

など

　有給休暇の平均取得日数が11日を達成し、申し出があれば子育て中の夜間勤務を免除するなど、子
育て世代の職員が生き生きと過ごすことができる環境づくりに努められています。
　また、介護福祉士の資格を取得するための実務者研修を施設内で受けることができ、子育て中の忙
しい日々を過ごす職員のスキルアップのサポートにも取り組んでおられます。

　この度、受賞を賜り厚く御礼申し上げます。
　ひみ福祉会では、リフレッシュ休暇の取得促進や
所定外労働の短縮など子育てしやすく働きやすい環
境づくりや資格取得支援によるスキルアップなどに
努めています。
　今後も職員が仕事と家庭を両立でき、生き生きと
過ごせるように支援してまいります。

※令和2年度の「子育て支援優良企業」の募集は11月ごろの予定です。
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①戸籍書類（令和2年4月1日（基準日）以降の請求者の戸籍抄本）
②印鑑
※請求者が高齢で外出困難な場合には、委任状により家族などが代理で請求手続きをすることができます。

〈留意事項〉
　特別弔慰金はご遺族を代表するお一人が受け取るものです。ご遺族間の調整は、記名国債を受け取った人が責任を
持って行うことになります。同順位の人が複数いる場合は、話し合いの上、代表して請求する人を決めていただくよう
お願いします。

請求時に必要なもの

ただし、下記の期間は特設窓口を設置します。
場　　所　市役所1階地域協働スペース1
受付時間　午前の部：午前9時～11時、午後の部：午後1時～3時

地区名 日にち
朝日丘、東、加納、稲積 6月 8日㈪、 9日㈫、10日㈬
窪、宮田、十二町、布勢、神代、仏生寺 6月11日㈭、12日㈮、15日㈪
上庄、熊無、速川、久目 6月16日㈫、17日㈬、18日㈭
余川、碁石、八代、阿尾、薮田、宇波、女良 6月22日㈪、23日㈫、24日㈬

戦没者等のご遺族の皆さまへ
第十一回特別弔慰金が支給されます

【問合せ】　福祉介護課　☎74-8111

1． 令和2年4月1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法に
よる弔慰金の受給権を取得した人

2．戦没者等の子

3．戦没者等の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
※ 戦没者等の死亡当時、生計関係を有していることなどの要件を満た
しているかどうかにより、順番が入れ替わります。

4． 上記1～3以外の戦没者等の三親等内の親族（甥・姪など）
※ 戦没者等の死亡まで引き続き1年以上の生計関係を有していた人に
限ります。

　戦没者等の死亡当時のご遺族で、
令和2年4月1日（基準日）において
「恩給法による公務扶助料」や「戦傷
病者戦没者遺族等援護法による遺族
年金」などを受ける人（戦没者等の妻
や父母など）がいない場合に、右記の
順番による先順位者のご遺族お一人
に支給します。

支給対象者

　戦後75周年にあたり、今日のわが国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、
国として改めて弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給するものです。

 額面25万円、5年償還の記名国債
 令和2年4月1日から令和5年3月31日まで
 市役所1階　福祉介護課　長寿生活支援担当

支給内容
請求期間
受付窓口

【問合せ】　花みどり推進室　☎91-7117

　子育て世代などが雨天の時でも遊べる「子ども
の遊び場や学び場」、人と人との交流を生み出す
「憩い・学びの場」　へとリニューアルしました。

氷見市漁業文化交流センター
ひみの海探検館

■ 新登場の「VRシアター」では、4面大型スクリーンで富山湾や氷見の漁師体験
の大迫力映像が楽しめます。
■ 富山湾の魚たちや漁法について楽しく学べる体験型展示コーナーも誕生！

入 館 料　無料
問 合 せ　氷見市漁業文化交流センター　☎74-8018／
　　　　　観光交流課　☎74-8106

氷見の魚をもっと知りたくなる、もっと食べたくなる！

VRシアター

入園料
料金 年間

高校生以上 500円 1,500円
中学生以下 300円 1,000円
4歳未満 無料 -

小さな木育のへや

ホールには木育コーナー
を設置！

キッズルーム・ラウンジ

授乳室と隣接。小さなお子
さまでも楽しめる遊具を
配置！

ターザンロープ

風を切って楽しもう！

ふわふわドーム

跳んだり、跳ねたり、滑っ
たり♪

ボルダリング

ネット遊具と組み合わせ
たクライミング遊具。6段
階の難易度にチャレンジ
しよう！

ネット遊具

全長 50m。ネットに登っ
た子どもたちだけが見れ
る景色があるよ！

リカレント研修室

電子黒板を配置。各種木工
体験教室なども開催予定！

海浜植物園ホームページも
リニューアル！
　イベント情報など
随時更新していますの
で、ぜひご覧ください。

両施設のリニューアルオープン日は、新型コロナウイルス感染症の収束後にホームページなどでお知らせします。
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